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0．はじめに
　「だろう」はモダリティの一つとして寺村秀夫（1984）をはじめ、数多くの研究者に
よって研究されてきた助動詞である。しかし、それらの先行研究によって残された文献
や資料を見ると、様々な説が述べられ、「だろう」の意味・用法にっいては、未だ、統
一的な見解には至っていないようである。そこで、本研究では、キャアコップチャイ
（2008）に基づき、これまでの研究を踏まえた上で、新たな分類を提案する。その際、
「不確かさ」という観点を導入し、「だろう」を「不確かさ」無しの「だろう」と「不確
かさ」有りの「だろう」に二分する。更に前者を2っに、後者を4つに分けるという新
たな「だろう」の分類を提案する。
1．不確かさ無しの「だろう」
　「だろう」は本来、「不確かさ」を表すと考えられるが、「だろう」の用法の中には、
「不確かさ」がないものがある。まずはそれらを見てみよう。
1．1．1感嘆表現
　『言語学大事典」では、「感嘆文」には「広義の感嘆文」と「狭義の感嘆文」があり、
あらゆる発話には、多かれ少なかれ、ある種の感嘆なり感動が含まれているが、強い感
嘆や感動が表出された文を、一般に「広義の感嘆文」（感嘆表現、感動表現）というと
定義されている。
　（1）「これは美味しい！」
　（2）「こんな物なんで買ったんですか！」
　（3）「止めて！」
　（4）「痛！」
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　（5）「きれいなこと！」
一方、感嘆文特有の言語形式や統語特徴を備えた文は、「狭義の感嘆文」と呼ばれる
と定義されている。
　（6）「何て（何と）高いんだろう！」
　（7）何という（何て）人なんだろう！」
　（8）「この本は高いなあ！」
　このように「だろう」は感嘆表現を構成する要素として用いられる。発見的な認識に
よる感情的経験を表現するものであり、対象の行動や情態があまりにも予想外のもので
いいあらわしようがないことや、主体に情意をもたらした対象にあまりにも感激したあ
まりその対象を言語ではとても表現しがたいことを、「だろう」を修辞的に用いて表現
するものと考えられる。
　「｛なんと／なんて｝＋述語＋｛こと／の｝＋｛だろう（か）／か／だ／だろう（か）｝」
は専ら現実に対しての評価を表すのに用いられる。
　　　　　　　　　　　　　　　図1：感嘆文の文型
　　　　　　　　　膿｝一＋｛貌｝・傍劉
（9）なんて子供っぽい、いいやっらなんだろう。 （失踪HOLIDAY）
（10）「高田くんの下で働いているなんて、なんて奇遇でしょう！　とにかくあの子は
　　いい子よ、本当にタヒチが好きで好きでね。　　　　　　　　　　（ばなな）
ただし、（9’）（10’）のように「だろう」を用いずに感嘆を表すこともできる。
（9’）なんて子供っぽい、いいやっらなんだ。
（10’）「高田くんの下で働いているなんて、なんて奇遇なこと！　とにかくあの子は
　　いい子よ、本当にタヒチが好きで好きでね。
（11）いっかこの金山さんと、私と、ご主人様がいっしょにこの島に来ることができ
　　たらどんなにいいだろうと。そうしたら、涙が一粒こぼれてしまった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ばなな）
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　（11）は（9）（10）と異なって、「だろう」を省くことができない。更に、（11）はこ
の金山さんと、私と、ご主人様がいっしょにこの島に来ることができるのが良いと判断
することにとどまらず、自分に問いかけるような趣旨も含んでいると考えられる。した
がって、「どんなに」「どれほど」などの疑問詞の要素が付く文の場合は、純粋な感嘆表
現というより自問に近づくと言っていいだろう。そこで、本研究では、「どんなに」「ど
れほど」などの程度に関する疑問要素と形容詞を述語とする「だろう」の文を詠嘆と呼
ぶことにし、感嘆表現には位置づけないことにする。そして、この詠嘆を表す表現は、
疑念用法に位置づけることにする。詳細は疑念用法の所で詳述する。
1．1．2　「Nだろうが、Nだろうが」
　「Xでも、Yでも関係なく、だれでも（何でも）」の意味をもっており、形容詞や動
詞が用いられるときは、「暑かろうが、寒かろうが」「生きようが死のうが、」のように
「Adj一かろうが」「V一ようが」の形となっている。この場合、接続が名詞の場合のみ
「だろう」の形をとる。
　（12）相手が重役だろうが、社長だろうが、彼が遠慮せずに言いたいことを言う。
（13）「スタンガンも知らないのか、このピンを人間に押し当ててこのブルーのレバー
　　を押すと二十六万五千ボルトの電流が流れて気を失う、ケミカルメスは、ガス
　　だよ、シュッってひと吹きで、アンディ・フグだろうがアジャ・コングだろう
　　が気を失って倒れる、でも死ぬことはないし、やがて意識は戻るけどな」（ラブ
　　＆ポップ）
　（12）（13）の「だろう」は一見不確かさを有する「だろう」と同様のようであるが、
それはただ形式上だけで、（12）の「重役」であることや「社長」であること、（13）
「アンディ・フグ」であることや「アジャ・コング」であることを推測するという意味
はまったくない。例（12）は「重役でも、社長でも遠慮せずに言いたいことを言う」と
いう意味をしている。（13）は「アンディ・フグでも、アジャ・コングでも気を失って
倒れる」という意味をしている。いずれも不確かさが含まれていない。（14）も同様に
「だろう」という形をしているが、この「だろう」は（相手が誰）「であっても」という
逆接条件節を形成する用法であり、不確かさを含む意味を持っていない。
（14）相手が誰だろうと、彼女の父親は結婚を認めないにちがいない。
1．1．3　列挙
　　名詞に接続する「だろう」には、1っ1っ確認しながら例をあげていく用法がある。
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（15）あのときにいたのは、佐藤だろう、鈴木だろう、田中だろう、それから、山本
　　もいたなあ。
2．不確かさ有りの「だろう」
　「だろう」の主要な用法は「推量」と「確認」であると言われているが、より多角的
に研究されている「だろう」も少なくない。奥田靖雄（1984、1985）は推量から確認へ
の連続性に三段階、即ち「おしはかりの文」「念おし的なたずねる文」「たんなる念おし
の文」を認めている。森山卓郎（1992）は「だろう」は「判断形成過程」を表示するの
が基本的な意味であると捉え、また、「推量」および「疑い」と「確認用法」があると
述べている。大島資生（2002）および日本語記述文法研究会編（2003）では「推量用
法」「確認用法」「いわゆる疑念用法」の3つの用法が認められている。
　「だろう」にっいては「推量」「確認」を中心に、さらに細かい意味用法が研究されて
いるが、「だろう」の用法を全般的に捉えた研究は多くはなく、またその見解も統一段
階には至っていない。そこで、本研究では、用例を収集・分析した上で、「不確かさ」
有りの「だろう」の全般的な用法を次のように提案する。まず、「疑問要素」の有無で
2つに分け、次に「問いかけ的性質」によって更に2つに分ける。この分類について以
下の順に見ていく。
図2「疑問要素」・「問いかけ的性質」による下位分類
　　　　　　　　　　　　　　　「問いかけ的性質」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
無し ①　推量用法
無し
有り ②　確認用法
「疑問要素」
無し ③疑念用法
有り
有り ④椀曲的な疑問用法
2．1推量用法
　推量用法の「だろう」は従来言われてきたように、話し手の直接経験的領域にない知
識について、思考、想像、仮定という不確かな認識によって判断を下す用法である。
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（cf．奥田1984、1985、三宅知宏1995、1996、金水敏1992、宮崎和人1994、2004、安達
太郎1999、大島2002、日本語記述文法研究会編2003）
（16）夜更かしの母は多分隣の部屋で本でも読んでいるだろう。　（猛スピードで母は）
　「多分」や「きっと」等の副詞と共起することも多い。更に、（17）（18）のように、
「だろう」の後に「思う」「考える」という動詞が付く場合もよく見られる。場合によっ
て「な」という終助詞が共起することもある。
（17）きっとあの子が役立っだろうな、とかいっもいつも考えていた。 （虹）
（18）猫の行く先が決まったこともよかったのだろう、と私は嬉しく思った。　（虹）
独断的なニュアンスが伴いやすいため、話しことばよりも、論説的な文章などの書き
ことばで用いられることが多い。（cf．寺村秀夫1984、日本語記述文法研究会編2003）
（19）ここにこのタイプを感嘆文の類型として認める根拠が求められるだろう。（「ダロ
　　ウによる感嘆文」論文）
地の文だけではなく、「だろう」は（20）のように対話にも用いられる。
（20）「それで、おれがやるのはどんな仕事なんですか」
　　「ぼくの使いであちこちの金融機関へ出むいてもらったり、資料を集めてもら
　　ったり、まあケースによっていろいろだ。最初の三ヵ月ほどはトレイニーとし
　　て研修してもらうことになるだろう」　　　　　　　　　（波の上の魔術師）
　聞き手の存在を考慮する場合、性別や上下等による位相差があるため、「だろう」と
「でしょう」の使い分けが見られる。「でしょう」を用いる場合、丁寧な表現となり、相
手を尊重するという意味が生じる。従って、話し手が直接に知り得ない聞き手の感覚・
感情・判断等の事柄に触れる際、「でしょう」を使うことによって、聞き手に配慮しな
がら話し手の考えを述べることがよく見られる。また、寺村（1984）が「ダロウは主観
性の強い表現」、益岡隆志（1991）が「断定保留」と述べているように、推量の機能か
ら控え目な断定の機能への移行が見られる。さらに、「だろう」を付することによって、
判断や主張が控えめになる傾向があり、上記のように話し手が直接知り得ない聞き手の
感覚・感情・判断等の事柄に触れるため、聞き手に配慮しながら話し手の考えを述べる
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ということでも説明できると言えよう。
　（21）「ご存知でしょうが、市場の空気は変わり身が速い。（後略）」（波の上の魔術師）
（22）おれは応接セットの横に立った。「こちらが辰美総業の辰美周二さん。彼はぼく
　　の秘書で自戸別道くん。いたらないところもあるだろうが、よろしく頼みます
　　よ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（波の上の魔術師）
　推量用法の「だろう」は文中におけるいわゆるC類の接続助詞の前にもよく現れる。
その接続助詞は「から」「し」等の理由を表す接続助詞であったり、「が」「けど」等の
逆接を表す接続助詞であつたりする。
（23）きっとこの手紙はあなたを煩わせるだけでしょうから、迷わず破棄なさること
　　をお勧め致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　（サヨナライツカ）
（24）もちろん廊下を渡ったり階段を降りたりしてここまで来たんだろうけど、自分
　　の内側ばっかり見ているから、何も覚えていない。　　　　　（蹴りたい背中）
　推量というものは基本的に話し手自身の中で行われることが多い。いわゆる地の文に
用いられるものである。そのため、推量用法では「だろう」が用いられるのが基本であ
り、「でしょう」という形式は対話で用いられる形式といえる。
2．2　確認用法
　確認の「だろう」は様々な観点や立場によって研究されている。「だろう」「じゃない
か」「よね」の3っあるいは2っの形式を関連させた考察が、森山（1992）、蓮沼昭子
（1995）、安達（正999）である。談話のレベルで「だろう」を分析したのは、金水
（1992）、銅直信子（2000、2001）である。推量と確認の関係を論じているのは奥田
（1984、1985）、三宅（1995、1996）、安達（1999）である。三枝令子（2003）では、確
認用法の「だろう」は助動詞ではなく、終助詞であると考え、「確かめ」「押し付け」
「気付かせ」の3っに下位分類している。本稿も、ほぼ三枝（2003）に従うが、三枝
（2003）とは異なり、聞き手・話し手における情報量という観点を用い、発話以前の時
点での情報量により「聞き手への確かめ」、「聞き手に対する気付かせ」、「話し手の押し
付け」の3っの用法に分ける。更に、イントネーションにっいて見てみると、「聞き手
への確かめ」と「聞き手に対する気付かせ」の場合は、上昇調が用いられるのに対して、
「話し手の押し付け」の場合は下降調が用いられる傾向がある。
　第一は「聞き手への確かめ」である。「聞き手への確かめ」は、聞き手のみ情報を持
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表1：聞き手・話し手における情報量
情報量
用法 聞き手 話し手
聞き手への確かめ ○ △
聞き手に対する気付かせ ○ ○
話し手の押し付け △ ○
　　　　　　　　　　○：情報を持っている。
　　　　　　　　　　△：情報を持っていない。または、相手より少
　　　　　　　　　　　　ない。
っているか、または、聞き手の情報量が多いため、話し手にとって不確実なことを聞き
手によって確実にしてもらうために、確認を要求したり、話し手が推量した内容を聞き
手に問いかけたりする場合である。（25）のように、話し手の得たい情報が聞き手にあ
ると思い、問いかける現象も多く見られる。
　（25）「三十分ない？まだ電車はあるでしょう、三十分ぐらいずれるだけだから」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラブ＆ポップートパーズH）
　当然のことながら、聞き手の感覚・感情・判断は話し手が直接知り得ない事柄である。
その場合は、聞き手からの承認を引き出すために、「だろう」が用いられる。更に、「で
しょう」を用いることによって、丁寧な表現になってくる。
（26）（前略）私も当時の夫がたまに帰ってくるといろいろ話しかけたり、少しでも家
　　に長くいてもらえるように努力はしたんだけれど、結局ほとんど他の女の人の
　　家にいるようになってしまって、独り暮らし同然の日々が二年以上続いていた
　　わ。」「それはおっらかったでしょうね。」　　　　　　　　　　　　　　　（虹）
（27）「知らないうちに知らない人が出入りするのは、あんただって嫌でしょう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蹴りたい背中）
　第二は、「聞き手に対する気付かせ」である。「聞き手に対する気付かせ」の場合、話
し手も聞き手も双方情報を所有している。話し手と聞き手の共有体験や知識として本来
なら持っているはずの情報に気付かない聞き手に対して、その情報に気付かせるもので
ある。
（28）「青山だからここからすぐ、青山の黄色い地下鉄あるでしょ？　あそこの近く、
　　すごくきれいな事務所だから、（後略）」　　　　（ラブ＆ポップートパーズH）
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（29）「ほら。芹田のところの近所にプラモデルの専門店があるだろう、遅くまでやっ
　　ている」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（猛スピードで母は）
　第三は、「話し手の押し付け」である。「話し手の押し付け」では、話し手のみ情報を
持っているか、または、話し手の情報量が多い。話し手の持っている情報にっいて聞き
手にその情報を押し付けたり、同意をしてもらったりするために問いかけるものである。
（30）「地図も描いたし、もういいでしょ？」 （蹴りたい背中）
（31）「洗濯物は着たい時になったら直接もぐことにしている。わざわざたたんだりし
　　ないんだ。合理的だろ」　　　　　　　　　　　　　　　　　（蹴りたい背中）
確認用法はもっぱら対話で用いられるため、性別や上下等の位相差によって「だろ
う」と「でしょう」の使いわけが発生する。
（32）「おまえの親はそこが好きなんだからちょうどいいだろう」といわれ、慎は怒り
　　を飲んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（猛スピードで母は）
　形式については、確認用法では、「う」が省略され、「でしょ」「だろ」となる現象が
よく見られる。
　（33）あ、プリって猫の名前ね、プリマベーラっていうの、すてきでしょ？」（猫道楽）
確認用法は同意を求める用法でもあるため、「だろう」または「でしょう」に「ね」
という終助詞が接続している表現も少なくない。
（34）「外から見ると銀行は手も汚さず楽な仕事に思えるでしょうね。でも、実際はき
　　っいノルマがありますし。　　　　　　　　　　　　　　（波の上の魔術師）
　「だろう」の確認用法は当然ながら聞き手に確認する用法である。確認というのは聞
き手に働きかけることであり、言うまでもなく聞き手の存在を考慮した上で用いる用法
である。独話ではなく対話のため、確認用法では基本的に「でしょう」が用いられる。
ただし、聞き手・話し手の性別や上下等の位相差によって「だろう」が用いられること
もある。即ち、確認用法の場合は、主に「でしょう」が用いられるが、状況により一例
えば、話し手が男性で、聞き手が目下の人の場合一「だろう」が用いられるといえるで
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あろう。
2．3疑念用法
　疑念用法の「だろう」には、形式上では、上記と異なって「か」や「何」等の疑問要
素が付随する。従来の研究において、「疑念」を「だろう」の一つの用法として論じた
のは、大島（2002）である。そして、「だろうか」にっいて積極的に研究を行ったのは
宮崎（正994、2005）・鄭相哲（1993、2004）である。また、中畠孝幸（1997）では「だ
ろう」の「詠嘆」と「反語」の用法について述べられている。本稿では、先行研究を踏
まえて、疑問用法を「自問」「断定回避」「詠嘆」「反語」の4つの用法に分ける。
　第一は、「自問」である。「自問」は、その命題の真偽や欠けている情報にっいて、話
し手がまったく見当がっかない状態にいることを表す用法である。
（35）自分の全体重がスライドする浮遊感、何年ぶりだろう。 （失踪HOLIDAY）
（36）あの傘に見覚えがあったものですから、……っい、どんな人の持ちものだろう
　　と思ったんです。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（猫道楽）
　第二は、「断定回避」である。「断定回避」は、単なる主観的な判断に近い用法である
が、「だろうか」を利用しながら、断定を回避する用法である。
（37）そのオヤジはまだタカノの店の前にいた。年は四十代の後半だろうか、イタリ
　　ア風のダブルのスーッの下にオレンジ色のポロシャツを着て、ポロシャツには
　　外国のゴルフクラブのロゴがワンポイントで入っていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラブ＆ポップートパーズll）
　ただし、断定回避の機能として用いられる場合は、「ではない」「のではないか」と共
起する傾向が見られる。
（38）こうやって陽の当たる所で見る、なかなかいい勝負、むしろ勝っているじゃな
　　いだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蹴りたい背中）
（39）そろそろ私たちはつぎの段階にすすむ必要があるのではないだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（波の上の魔術師）
このような表現は日常会話でもよく見られ、話し手の判断にもかかわらず、「ではな
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い」を用い、自分自身の断定を控えめにする。
（40）【洋服を買う場面】
　　A：これ、どう？
　　B：いいんじゃない。 （作例）
　第三は、「詠嘆」である。「詠嘆」は、「どんなに」「どれほど」などの不定の意味を持
っ程度の成分に後続し、喜び・賞賛・後悔等の強い感動を表す用法である。
（41）いっかこの金山さんと、私と、ご主人様がいっしょにこの島に来ることができ
　　たらどんなにいいだろうと。そうしたら、涙が一粒こぼれてしまった。　　（虹）
　第四は、「反語」である。「反語」では、疑問表現の形式を有しながら、肯定あるいは
否定の事態を逆に置き換えるような表現手段を用いる。文の内容とは反対の事態を相手
に強く主張する用法である。
（42）しかし、彼女を受取人に指名した手紙が、本人の手で運ばれてくることに、警
　　察は不審なものを感じないだろうか。　　　　　　　　　　（失踪HOLIDAY）
（43）そしてご主人様は私がかばおうとして、わけのわからない嘘をっけなくてはな
　　らないだろう……そんなにしてまで、職場に関してわがままを言っていいもの
　　だろうか？　と私は少しきがひけ始めた。　　　　　　　　　　　　　（虹）
2，4　椀曲的な疑問用法
　娩曲的な疑問用法は、従来疑念用法の一部として扱われてきたが（cf．大島2002、鄭
1993、2004、宮崎1994、2005、三枝2003、日本語記述文法研究会編2003）、本稿にお
ける重要な観点である「問いかけ的性質」と、控え目な態度であるという特徴を持って
おり、丁寧な疑問としても用いられるという趣旨を有する。一方、疑念用法には「問い
かけ的性質」がない。そのため、「娩曲的な疑問用法」を「疑念用法」と区別し、「だろ
う」の4つ目の用法として立てる必要がある。
（44）A　「あの人、誰だろう」
　　B　「赤坂さんじゃないかな」 （作例）
（45）「ええと、少々お待ちくださいませ、こちらでよろしいでしょうか」
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（ラブ＆ホップートパーズll）
　（44）や（45）では、「でしょうか」は「ですか」と置き換えても意味が変わらないた
め、単なる疑問文の待遇表現と言えるだろう。ただし、「でしょうか」は用いることが
できない場合もある。例えば、（46）bのように、「勧誘」のような相手への働きかけの
質問文では、「でしょうか」が用いられない。聞き手の利益となる行為を勧める場合に
は、相手に断りやすくしてしまう点で不自然になる。（cf．森山2000）
　（46）a　食べませんか。
　（46）b＊食べないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（作例）
　ただし、自分が利益を受けるという依頼の場合、（47）（48）のように「でしょうか」
を用いると相手が断りやすくなるため、丁寧な待遇的な意味が現れる。（cf．森山2000）
（47）まことに申し訳ありませんが電源をお切りになっていただけませんでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラブ＆ポップートパーズH）
（48）「店に戻らせてはもらえないでしょうか。」 （失踪HOLIDAY）
3．まとめ
　本稿では、「だろう」を「不確かさ」の観点から「不確かさ」無しの「だろう」と
「不確かさ」有りの「だろう」の2っに分け、後者を中心に述べた。不確かさ無しの
「だろう」には「感嘆表現」「Nだろうが、Nだろうが」「列挙」の3つの用法がある。
一方、「不確かさ」有りの「だろう」は「疑問要素」と「問いかけ的性質」の有無で整
理し、4っの用法に分類した。まず、確実でないことにっいて仮説を立てるのが、「推
量用法」である。次に、その仮説を明らかにするために、確認をとるか、または、聞き
手に認識してもらうのが「確認用法」である。しかし、その仮説を相手に確認せず、疑
問として抱いて自分に問いかける場合は、「疑念用法」となる。逆に、話し手の抱いて
いる疑問を単なる質問として相手に控えめな態度で聞くなら、「娩曲的な疑問用法」と
なる。
　従来様々に言われてきた「だろう」の用法は「不確かさ」の観点で「不確かさ」無し
の「だろう」と「不確かさ」有りの「だろう」に分けられ、さらに後者は、「疑問要素」
と「問いかけ的性質」の2っの基準によって4っに簡潔に分類されるということが、本
稿の主張である。
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表2：不確かさ無し・有リの「だろう」
不確かさ無しの「だろう」
感嘆表現
「Nだろうが、Nだろうが」
列挙
不確かさ有りの「だろう」 疑問要素 問いかけ的性質
推量用法 × ?
聞き手への確かめ
確認用法 聞き手に対する気付かせ ? ○
話し手の押し付け
自問
断定回避
疑念用法
詠嘆
○ ?
反語
娩曲的な疑問用法 ○ ○
　注
1）　ここでいう述語は形容詞、形容動詞、名詞である。ただし、名詞の場合は形容詞
　　や形容動詞の付く名詞である。
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